
っｗ

発話者

19 教師 なるほどね～，クラス会議やってさ，なんか自分自身，変わったなぁ～とかさ，思うことある？

20 A
なんか，人の意見を，自分の意見ばっかじゃなくて，人の意見をしっかり聞けて，その人の意見を，

なんていうか，入れながら，ちゃんと意見を言えるようになったので，良いと思った。

（中略）

25 教師 なるほどね～クラス会議してみて，なんでそういうことにつながったのかな？

26 A
人の話がきけるようになったから。う～ん，わかんないときに，その人の話を聞いて，わかるように

なってたりとか，そういうことがあるので，その点はよくなったんじゃないかなって思う。

27 教師
A さん的には，人の話を聞けるようになったってことが 1番成長できたことだったんだね。え，なんで
人の話聞けるようになったの？

28 A

う～ん，やっぱり，その，解決策を決めるので，自分自身話を聞いてないと，それが守れなくなっち

ゃうからとか，その解決策とか，その人の話を聞けないと，クラス会議というか，ただの遊びみたい

になっちゃうから，そうするともう授業って感じではなくなっちゃうけど，⑦やっぱり人の意見を聞ける

と，自分でも納得できて。それを守ろうとか，いままで出来なかったことも，できるようになるので，

そこの面では，良いとおもった。

29 教師 人の話をきけるってことが成長した，変わったなぁと思ったことなんだね。素晴らしいじゃん。

発話者

55 教師 クラス会議してみて，成長したことってある？

56 B クラス会議やって，人のところを向けるようになった。発言しているときに。

５年より。

（中略）

59 教師 お～，え，なんでできるようになったとおもう？

60 B う～ん，自然にできたんじゃなくて，みんなで決めた話し合いのルール，ク

ラス会議でみんなで決めたから，それを最初は全然意識していなかったけど，

クラス会議やっているうちに段々意識するようになった，そっから，人のと

こ向け，発言している人の方を向けるようになった。

61 教師 なんでさ，人のところ向けるといいのかな？

62 B え，あの，なんか人のところを向けると，ずっと黒板ばっかみていると変な

感じするけど，人のところみていると雰囲気がよくなるから，

63 教師 え，なんで雰囲気がよくなったんだろ？

64 B なんで雰囲気がよくなるのかな，しっかり人の話を聞けるからかな。道徳の

時もさ，立って話す時いっぱいあるから，そんとき，人の方を向けるように

なったかな，クラス会議が大きい

65 教師 うんうん,え,クラス会議が大きいってなんで思ったの？

66 B え～っと，丸くなって行うし，なんか，いろいろな役に立つことがクラス会

議に入っているから，大きい声で話すとか，あの，ペアで解決策を話し合っ

て出し合ったりとか，人のところをむけたり，反応したりしているから，や

っぱりクラスは大きい。

66 B え～っと，丸くなって行うし，なんか，いろいろな役に立つことがクラス会

議に入っているから，大きい声で話すとか，あの，ペアで解決策を話し合っ

て出し合ったりとか，人のところをむけたり，反応したりしているから，や

っぱりクラスは大きい。

順

1 円（輪）になる ※コロナ感染状況によって

2 話し合いの決まりの確認
3 認め合い活動（ハッピー・サンキュー・ナイス）

4 前回の解決策の振り返り

5 議題及び提案理由の確認

6 解決策を出し合う（ペアで相談あり）

7 解決策に対して賛成・心配意見を出し合う

8 決定（多数決）

9 振り返り（司会団の感想・教師の語り）

・文部科学省の調査によれば，令和元年の全国のいじめ認知件数は，前年度に比べ増

加している傾向が見られる。とりわけ，小学校におけるいじめ認知件数の増加が著

しい。

・長野県でも，小学生のいじめ認知件数は例年増加傾向にある。

コロナ禍の影響も踏まえ，児童の対人関係の希薄さが原因

共感的な人間関係を育成し,「対話」を支える学級活動
～二年間の話合い活動「クラス会議」の実践を通して～

木下将志（千曲市立治田小学校）

文部科学省，2019，「令和元年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課に関する調査結果の概要」https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20201204-mxt_syoto02-000011235_2-1.pdf

文部科学省，2018，「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総則編」，東洋館出版社 文部科学省 2018，「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編」，東洋館出版社

１ 研究主題の設定

1.1 今日的な背景と課題
～いじめ認知件数増加とコロナ禍による対人関係の希薄さ～

1.2 本校及び児童の実態
～自分の考えに自信がもてず，同調する子どもたち～

「学級満足度尺度（Q-U）」では，

学級満足度９０％以上と「親和的でまとまりのある学級集団（満足型）」

一見，協力的で安定した人間関係が構築できているように伺えるが，その一方で，発言の強い
児童に同調しがちな傾向も見られる。

女子児童が多く，グループで行動することが多くなり，関係が固定化することもある。
そのような傾向にあって，自分の考えに自信が持てず，考えを発表することが苦手な児童が多い

自分の本音を素直に語ることができず，対話が成立しづらい

1.3 学級活動における話合い活動の意義
～対話的な学びを支える学級経営の充実～

・平成 29年度に告示された小学校学習指導要領において，

「学習や生活の基盤として，教師と児童との信頼関係及び児童相互のよりよい人間関
係を育てるため，日頃から学級経営の充実を図ること」

→学級経営の充実を図ることが対話的な学びの促進につながる。

・文部科学省は，学習指導要領特別活動解説編において，

「学級活動における児童生徒の自発的・自治的な活動を中心として，各活動と学校行
事を相互に関連付けながら，学級経営の充実を図ること」。
学習指導要領において，特別活動で求められる資質・能力は，話合い活動によって形成される力が
重視されている

学級活動の中心的な活動として，「話合い活動」を基盤にした学級経営の充実

1.4 研究主題の設定

・発話量を増やし，対話を深めるためには，①発言の対等性，②共感的に聴く姿勢を育て，誰
でも発言しやすい雰囲気，環境をつくる必要性

・「対話」を深めるためには，まずは相手の話を共感的に「聴く」ことが前提条件
・学級活動における話合い活動は，話す時間よりも圧倒的に「聴く」時間のほうが長い。

共感的に聴き，仲間と協働して問題を解決する体験を通して，対等な関係性を構築しな
がら対話を深める児童の姿の具現を図りたいという願いで，本テーマを設定した。

２ クラス会議の構想

学級会との明確な違い
・一つ目は，議題を話し合う前に，「認め合い活動」を行うことである。友だちへの感謝やよ
いところを発表し合った。

・二つ目は，発言の輪番制である。対等性を意識させるため，輪（円）の中心に議題があると
想定し，皆が対等な関係であるという象徴として輪（円）を作り，全員が意見を述べる。
・三つ目は，議題に「個人の悩み」を提案し，学級全体で話し合う事ができるということで
ある。個人的な悩みをみんなで解決策を出し合い提案者へのアドバイスを考えることができる。
問題解決をゴールとせず，仲間の発言を共感的に聞き，みんなで創ることを意識

３ 子どもたちの変容

４ 成果と課題

2.2 クラス会議による学びをサポートする手立て

2.1 クラス会議の設定～アドラ-心理学に基づく話合い活動～

友達の話を共感的に聴き，協働的に課題を解決することによって，対話的な学びを支える関係性が

構築されていった。また，クラスの仲間が提案した議題をみんなで解決策を出し合い，解決していく

ことを体験した子どもたちは，自分の考えを主張することが出来るようになっていった。

本実践の児童の様相から，共感的な人間関係を育成し，対話の基礎を構築するクラス会議の有効性

を実感でき，理想的なクラス会議にするためには，児童が以下のような意識的変容を持つことが重要

であると考える。

① 相手の考えを否定せず，相づちをうったり，反応したりしながら共感的に聴く
② 仲間から出た議題を自分事として，仲間のために一生懸命考えようとする
これらの要件を満たした，クラス会議実践を継続していくことで，共感性ある学級集団へと変容し，

対話的な学びを推進していくと考える。

今後の課題として，クラス会議では，合意形成を図っていく場面が弱い。本学級でも，皆が納
得するために話合い解決策を合体するなど合意形成を図ろうとする姿も見られたが、話し合いの進行

がうまくまとまらず，雰囲気が悪くなる場面が多々見られる。学級活動で目指す資質・能力の育
成を図る教師の役割について今後検討していく必要がある。

クラス会議授業デザイン

司会マニュアル クラス会議板書計画
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・仲間が共感的に聴いてくれる姿勢によって，クラス会議の輪

の中に，温かい雰囲気が醸成されていった。

・クラスの課題や仲間の悩みを真剣に考えようと，時間いっぱ
いペアで解決策を考えようとする姿勢が見られた。

仲間から出た議題を，仲間のために真剣に考えようとする姿

は，共感的な人間関係が構築された学級集団に育っていった

と考える。学級課題や仲間の悩み事を自分事として捉え，議
題を提案し，主体的に解決しようとする姿に驚かされた。

3.1 話に耳を傾けて聴くことの大切さに気づき，自分の意見を伝えられた A児

3.3 学級集団の変容 ～計 51 回の子ども主導の話し合いを通して～
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3.2 発言している人の方を向いて聞き，仲間と関わり合うことができたＢ児

A 児は，5 学年の春に転校してきた女の
子である。コロナ禍の影響で，始業式直後
の休校等もあり，級友の前で発言すること
が苦手であった。
クラス会議を通して，「人の話を聞け
るようになったこと」を成長に挙げて
いる。特に，自分の意見だけではなく，相
手の意見を踏まえて考えを述べら
れるようになったことや，友達の意見
に納得でき，みんなで決めた解決策に思い
をもって，取り組むことができた成長が伺
える。
仲間と共感的に聴く姿勢を大切に，仲間

の考えを踏まえながら仲間と意見を出し
合う楽しさを感じることができた。A児は
協働の楽しさを実感していた。

B児は，仲間と関わり合って活動するこ
とが苦手な男の子であった。５学年当初
は，授業中に寝ていたり，ふざけた行動を
取ってしまったりすることから，仲間から
強い口調で注意を受け，冷たい目で見られ
ることが多かった。その結果，友達と関わ
ることができず，一人でいることが多くあ
った。
ただ、B 児が司会を務めた 5 年次の第

15回クラス会議。周りの友達の協力を得
ながら，話合いを円滑に進行しようと努力
していた。みんなの前で，話すことが苦手
であったが，一生懸命取り組もうとする B
児を見て，周りの仲間も彼への見方が変わ
っていった。
インタビューでは，クラス会議を通し

て，５年生の時に比べて，「人のところ
を向けるようになった」と成長を述べ
る B児。また，人のところを見て，話
を聞けると雰囲気がよくなること
を実感している。

B児は，人の話を聴く姿勢を大切に，仲
間と協働することの楽しさを実感した。

「クラス会議をしてみて感じたこと，成長したこと」についてのインタビュー

「クラス会議をしてみて感じたこと，成長したこと」についてのインタビュー

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20201204-

